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市
民
ク
ラ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
で
進
路
保
障
を

　

長
尾
和
明
議
員
は
、
野
田
内
閣
発

足
に
つ
い
て
市
長
の
所
感
を
問
う
と

と
も
に
、
保
育
行
政
、
環
境
行
政
、

新
し
い
防
災
教
育
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
案
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え

を
た
だ
し
た
。

　

公
立
・
私
立
保
育
園
88
園
の
耐
震

化
計
画
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
民
間

園
舎
が
多
く
課
題
も
あ
る
が
、
各
園

舎
の
耐
震
化
を
急
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
と
答
弁
し
た
。

　

竹
内
千
賀
子
議
員
は
、
就
労
対
策

の
特
命
随
意
契
約
の
廃
止
や
高
知
チ

ャ
レ
ン
ジ
塾
、
南
海
地
震
対
策
、
原

発
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
に
つ
い
て
は
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
大
い

に
期
待
す
る
と
し
た
の
に
対
し
、
市

長
は
、
学
力
保
障
を
す
る
こ
と
で
進

路
保
障
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
市
独
特
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め

の
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
後
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
非
常
用
貯
水
槽
の
課
題
で

は
、
運
用
を
再
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
り
、
独
居
高
齢
者
の
震
災
対
策

で
は
、
地
域
と
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
で
共
助
の
体
制
づ
く

り
の
必
要
性
を
訴
え
、
理
解
を
得
た
。

新
こ
う
ち
未
来

川
村
貞
夫
議
員
、
土
居
ひ
さ
し
議
員
、

上
田
貢
太
郎
議
員
、
福
島
明
議
員
の

４
氏
が
登
壇
！

　

川
村
貞
夫
議
員
は
、
防
災
教
育
に

関
し
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
里
山
の

整
備
を
提
案
。
新
人
職
員
研
修
と
し

て
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
提
案
。
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極

推
進
も
求
め
た
。
土
居
ひ
さ
し
議
員

は
、
財
政
再
建
問
題
に
関
し
て
、
全

庁
的
な
債
権
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
要
望
。
ま
た
、
組
織
の
効
率
化
、

目
標
管
理
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を

求
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
旧
高
知
市
の

中
山
間
地
域
の
整
備
を
求
め
、
「
土

佐
山
、
鏡
地
区
と
同
様
に
進
め
る
」

と
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。
上
田
貢

太
郎
議
員
は
宮
城
県
の
被
災
地
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
踏
ま

え
質
問
。
職
員
の
被
災
地
へ
の
派
遣

状
況
を
問
い
、
自
主
防
災
組
織
の
人

員
・
予
算
の
拡
大
、
長
期
浸
水
対
策

や
高
台
移
転
な
ど
都
市
計
画
の
見
直

し
、
合
併
特
例
債
の
期
限
延
長
に
つ

い
て
考
え
を
た
だ
し
た
。
福
島
明
議

員
は
、
台
湾
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
成
果
を
問
い
、
電
力
事
業
に

関
す
る
規
制
緩
和
の
推
進
、
ア
ー
ケ

ー
ド
内
広
告
物
の
ル
ー
ル
作
り
を
求

め
た
。
さ
ら
に
防
災
対
策
、
障
害
者

雇
用
の
拡
大
も
要
望
し
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

多
士
済
々

３
氏
が
市
政
課
題
を
た
だ
す
！

　

清
水
お
さ
む
議
員
▼
国
・
県
か
ら

の
大
幅
な
権
限
移
譲
や
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
見
直
し
に
対
し
て
は
遺
漏

な
く
対
応
を
進
め
る
。
市
職
員
の
段

階
的
定
年
延
長
に
つ
い
て
は
国
の
動

き
に
合
わ
せ
遅
滞
な
く
導
入
す
る
。

被
災
地
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
前
向
き
に
検
討
す

る
等
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　

平
田
文
彦
議
員
▼
南
海
地
震
対
策

に
つ
い
て
集
中
質
問
を
行
っ
た
。
防

潮
堤
整
備
に
向
け
た
国
土
交
通
省
や

県
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き
掛
け
、

種
崎
地
域
へ
の
避
難
タ
ワ
ー
の
追
加

設
置
、
学
校
な
ど
避
難
施
設
屋
上
へ

の
ヘ
リ
サ
イ
ン
の
表
示
整
備
な
ど
を

指
摘
。
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
整
備
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
前

向
き
な
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　

和
田
勝
美
議
員
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、

消
防
署
所
の
再
編
整
備
問
題
、
教
育

行
政
に
つ
い
て
執
行
部
の
方
針
を
た

だ
し
た
。
特
に
本
市
北
部
の
人
口
増

に
対
応
す
る
た
め
「
北
消
防
署
」
の

早
期
整
備
を
強
く
求
め
た
。
市
立
小

中
学
校
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
公
開
す
べ
き
と
の
指
摘

に
対
し
て
、
今
回
か
ら
実
施
す
る
と

の
教
育
長
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

公　

明　

党

　

公
明
党
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

市
長
の
政
治
姿
勢
や
防
災
・
健
康
政

策
な
ど
に
つ
い
て
個
人
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
事
務
執
行
状

況
を
評
価
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る

「
平
成
22
年
度
包
括
外
部
監
査
」
の

結
果
を
も
と
に
質
問
。
外
部
監
査
人

か
ら
の
指
摘
事
項
を
ど
の
よ
う
に
改

善
し
、
ど
ん
な
形
で
市
民
に
公
表
す

る
の
か
、
市
長
と
執
行
部
に
迫
り
ま

し
た
。

　

高
橋
正
志
議
員
は
、
南
海
地
震
対

策
を
中
心
に
質
問
。
「
本
年
度
中
に

は
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
目
標
60
～

70
施
設
が
達
成
の
見
込
み
と
な
る
」

と
の
総
務
部
長
答
弁
に
対
し
、
春
野

地
域
で
の
指
定
が
全
く
行
わ
れ
て
い

な
い
現
状
を
指
摘
し
、
早
急
な
取
り

組
み
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

西
森
美
和
議
員
は
、
就
学
前
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
に
つ
い
て
、
医

師
の
診
断
に
基
づ
く
給
食
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
除
去
や
、
重
篤
な
シ
ョ
ッ
ク
症

状
を
想
定
し
た
訓
練
の
実
施
等
を
求

め
、
今
年
度
中
に
「
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
手
引
」
を
作
成
し
、
研
修

を
充
実
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
地
元
業
者
の

　
　
　
　

仕
事
を
つ
く
る
市
政
を
！

　

下
本
ふ
み
お
、
下
元
ひ
ろ
し
、
細

木
良
、
は
た
愛
の
各
議
員
が
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
岡
﨑
市
政
８
年
間
を

振
り
返
り
、
53
億
円
を
超
え
る
（
国

保
分
を
除
く
）
市
民
負
担
に
よ
る
財

政
再
建
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
の
窓
口
負
担
の
軽
減
を

就
学
援
助
世
帯
へ
拡
大
す
る
よ
う
求

め
、
「
学
校
・
警
察
連
絡
制
度
」
の

導
入
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

　

経
済
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
の
仕

事
づ
く
り
、
地
元
業
者
や
労
働
者
へ

の
公
正
な
賃
金
確
保
、
入
札
・
契
約

制
度
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

保
育
園
の
防
災
対
策
を
進
め
る
た
め

の
予
算
枠
設
置
を
求
め
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
は

「
改
善
に
努
力
す
る
」
と
約
束
さ
せ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
地
と
し
て
の

中
山
間
振
興
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

同
和
事
業
の
継
続
な
ど
を
指
摘
し
反

対
。
補
正
予
算
は
、
学
校
給
食
調
理

業
務
等
の
民
間
委
託
拡
大
を
指
摘
し
、

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
会

　

近
森
議
員
が
議
会
に
入
り
５
カ
月
、

経
営
者
の
視
点
で
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
。

48
項
目
の
指
摘
の
う
ち
30
項
目
は
予

算
化
と
改
善
。
市
民
陳
情
や
不
満
を

次
々
に
解
決
し
て
い
ま
す
。
専
門
は

商
工
観
光
、
医
療
福
祉
、
教
育
、
環

境
、
防
災
、
農
水
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
陳
情
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

③

９月定例会を
振り返って

会派の意見


